
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
か
ら
の
放
射
性
廃
液
海
洋
放
出
を
一
刻

も
早
く
止
め
よ
う
！
」「
国
は
放
射
能
放
出
規
制
法
（
仮
称
）
を

制
定
せ
よ
！
」
。

天
恵
の
海
を
守
る
た
め
の
運
動
が
各
地
で
力

強
く
前
進
し
て
い
ま
す
。
重
茂
漁
業
協
同
組
合
、
岩
手
県
消
費

者
団
体
連
絡
協
議
会
、
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
の
三
者
で

進
め
て
い
る
「
市
町
村
議
会
か
ら
国
へ
の
意
見
書
」
送
付
の
請

願
は
三
月
十
七
日
現
在
、
採
択
し
た
市
町
村
議
会
が
二
二
と
な

り
、
岩
手
県
内
三
五
市
町
村
の
過
半
数
を
超
え
ま
し
た
。
残
る

議
会
で
も
運
動
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
宮
城
県
の
漁

業
者
や
、
東
京
の
消
費
者
の
請
願
も
始
ま
り
ま
し
た
。

北
上
、
普
代
、
平
泉
、

九
戸
、
住
田
、
葛
巻

大
船
渡
、
花
巻
で
採
択

（
三
月
）

北
上
市
議
会
で
は
、
全
四

会
派
の
紹
介
議
員
に
よ
り
請

願
が
受
け
つ
け
ら
れ
、
経
済

環
境
常
任
委
員
会
で
審
議
し

可
決
さ
れ
、
三
月
七
日
の
本

会
議
で
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
議
員
二
六
人
中
二
四
人

の
起
立
が
あ
り
ま
し
た
。

普
代
村
議
会
で
も
七
日
の
本

会
議
で
同
趣
旨
の
請
願
が
上

程
さ
れ
可
決
。
十
一
日
に
は

九
戸
村
議
会
、
十
二
日
に
は

平
泉
町
議
会
の
本
会
議
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
十

三
日
の
住
田
町
議
会
、
十
四

日
の
葛
巻
町
議
会
と
大
船
渡

市
議
会
で
、
十
七
日
に
は
花

巻
市
議
会
で
本
会
議
に
上
程

さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
上
程
を
待
つ

市
町
村

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る

た
め
の
請
願
運
動
は
さ
ら
に

各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
西
和
賀
町
、
一
関
市
、

紫
波
町
の
各
議
会
の
該
当
常

任
委
員
会
で
採
択
さ
れ
本
会

議
に
上
程
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
三
団
体
で
は
残
る

十
市
町
村
議
会
に
つ
い
て
も

請
願
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、

六
月
に
は
県
内
全
議
会
で
の

採
択
を
め
ざ
し
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

宮
城
県

本
吉
町
議
会
で
も
請
願

宮
城
県
本
吉
町
に
お
い
て

も
、
町
議
会
に
対
し
て
「
放

射
能
規
制
法
（
仮
称
）
」
制
定

の
請
願
が
十
二
日
提
出
さ
れ

受
け
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
岩

手
県
だ
け
で
な
く
宮
城
県
で

も
放
射
能
か
ら
三
陸
の
海
を

守
ろ
う
と
同
町
内
の
有
志
を

代
表
し
て
、
佐
藤
昭
治
朗
さ

ん
ら
漁
業
者
と
民
宿
業
な
ど

六
人
が
請
願
し
ま
し
た
。

東
京
長
野
の
市
町
村
議
会

で
消
費
者
請
願
・
意
見
書

「
再
処
理
工
場
本
格
稼
働

反
対
」
を
内
容
と
す
る
意
見

書
が
、
九
月
に
東
京
都
清
瀬

市
議
会
で
、
十
二
月
に
長
野

県
豊
丘
村
議
会
で
採
択
さ
れ

国
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
武
蔵
野
市
議
会
に
は

「
食
の
安
全
確
保
の
た
め
に

再
処
理
工
場
を
止
め
て
」
と

す
る
陳
情
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
を
進
め
た
「
六
ヶ
所
村

再
処
理
い
ら
な
い
消
費
者
の

会
」
で
は
全
国
各
地
で
同
趣

旨
の
請
願
・
陳
情
を
行
お
う

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。（
連

絡
は
、
武
蔵
野
市
・
佐
藤
方

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２
２-

５

１-

７
６
０
２
）

多
摩
市
議
会
で
も
「
三
陸

の
サ
ン
マ
・
ワ
カ
メ
を
愛
す

る
会
」
（
豊
間
根
香
津
子
代

表
）
か
ら
陳
情
書
が
出
さ
れ

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

三陸の海を放射能から守る                     天恵の海を守ろう！
岩手の会                          200８（平成２０）年      

  郵便振替  02240-5-102650                ３月 １８日

《岩手の環境／ＲＩ廃棄物／再処理》                           第５１号
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《まった再処理分庫》                                編集事務局 S.Oshida
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                               ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

                                                         

請願採択市町村議会
２００６年９月～０７年３月
請願者 豊かな三陸の海を守る会

請願内容 規制法の制定

      モニタリングの実施公表

山田町 大槌町 川井村

田野畑村 陸前高田市

洋野町  宮古市 久慈市

野田村  遠野市

２００７年９月～
請願者 豊かな三陸の海を守る会

     重茂漁業協同組合

     県消費者団体連絡協議会

請願内容 規制法の制定

      モニタリングの結果公表

      放射能除去装置の設置

岩手町 二戸市 雫石町

滝沢村 北上市 普代村

平泉町 九戸村 住田町

葛巻町 大船渡市 花巻市



本の紹介

講談社

\１１４３（税別）

「ロッカショ」

２万４０００年後の地

球へのメッセージ

著者 ＳＴＯＰ-ＲＯＫ

ＫＡＳＨＯプロジェクト

コラム 水眼鏡
          

放射能放出を規制する

法律がないのはおかしい

「岩手の会」の永田さんも指摘し

ているが、環境への放射性物質放出

を規制する法律について、環境基本

法を調べてみた。◆第１３条では

『放射性物質による汚染防止のた

めの処置については、原子力基本

法、その他の法律で定めるところに

よる』となっている。水質汚濁、大

気汚染、土壌汚染の法律でも『放射

性物質は適用外』となっている。◆

そこで原子力基本法を読んでみた

が、第２０条に『放射線による障害

防止処置』があり、さらに『別の法

律で定める』とある｡肝心の『環境

の放射性物質による汚染防止のた

めの処置』については書いていな

い。◆なぜ放射線は別にしたのか？

法的に一貫していない。ぜひ専門法

律家の見解を聞いてみたい。国会で

も明らかにしてほしい。

○豊かな三陸の海を守る会

菅野和夫（事務局長）

岩
手
の
半
分
の
市
町
村

議
会
が
採
択
へ

地
元
の
「
豊
か
な
三
陸
の

海
を
守
る
会
」
会
長
の
田
村

剛
一
さ
ん
か
ら
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
岩
手
県
内
市
町
村

議
会
で
の
「
放
射
能
放
出
規

制
法
（
仮
称
）
」
制
定
を
求
め

る
国
へ
の
意
見
書
請
願
は
、

も
う
少
し
で
三
五
市
町
村
の

半
分
近
く
で
採
択
さ
れ
る
と

こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
国
へ

の
請
願
も
準
備
し
さ
ら
に
進

め
た
い
、
と
語
り
ま
し
た
。

「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」

リ
レ
ー
上
映
会
や
ト
ー
ク

各
地
の
運
動
で
は
、
三
陸

沿
岸
で
リ
レ
ー
方
式
で
開
催

さ
れ
る
『
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ

デ
ィ
ー
』
上
映
会
・
ト
ー
ク

の
企
画
が
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、「
冨
田
貴
史
さ

ん
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
・『
六
ヶ
所

村
通
信
番
外
編
』
上
映
会
」

の
成
功
を
め
ざ
す
こ
と
も
話

し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

黄
色
い
リ
ボ
ン
・
ス
テ
ッ

カ
ー
の
運
動

「
三
陸
の
海
を
守
ろ
う
」

と
書
い
た
ス
テ
ッ
カ
ー
や

「
黄
色
い
リ
ボ
ン
」
を
ク
ル

マ
や
衣
服
に
つ
け
よ
う
と
い

う
運
動
や
、「
子
ど
も
と
海
と

空
の
会
」
の
新
聞
意
見
広
告

募
金
に
つ
い
て
も
話
し
あ
わ

れ
ま
し
た
。

顔
を
合
わ
せ
る
と
良
い
知

恵
が
生
ま
れ
る

夕
食
は
和
や
か
な
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。
仙
台
か
ら

の
参
加
者
は
「
仙
台
集
会
を

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
。
お
互

い
ネ
ッ
ト
な
ど
で
交
流
す
る

だ
け
で
な
く
、
実
際
に
会
っ

て
お
話
し
す
る
と
理
解
が
深

ま
り
、
良
い
知
恵
が
生
ま
れ

る
と
実
感
し
ま
し
た
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。（
Ｊ
）

「
情
報
の
バ
ト
ン
」

み
ん
な
の
も
の
に

紹
介
者

関

千
尋

ど
う
い
う
わ
け
か
、
私
の
連

れ
合
い
は
六
ヶ
所
問
題
に
関
心

を
示
さ
な
い
。
何
か
に
つ
け
極

端
に
入
れ
込
み
す
ぎ
る
私
の
性

格
に
対
す
る
反
発
で
あ
ろ
う
か
。

時
折
、
環
境
団
体
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
や
映
画
の
上
映
会
な

ど
に
誘
っ
て
も
、
「
あ
な
た
一

人
で
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
、

私
の
活
動
参
加
に
対
し
距
離
を

置
こ
う
と
す
る
。
ま
あ
、
「
行

く
な
」
と
は
決
し
て
言

わ
な
い
の
だ
か
ら
、
そ

れ
が
彼
女
な
り
の
協
力
な
の
で

あ
ろ
う
と
、
私
も
そ
れ
以
上
無

理
に
誘
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
彼
女
に
、
こ
ん
な
本

が
あ
る
よ
と
差
し
出
す
と
、
珍

し
く
興
味
を
持
っ
て
読
み
始
め

た
。
ご
く
一
般
的
な
方
々
の
中

に
は
、
国
の
原
子
力
政
策
に
対

す
る
反
対
へ
の
呼
び
か
け
な
ど

は
、
聞
い
た
だ
け
で
拒
絶
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
の
本
に

は
、
そ
ん
な
拒
絶
反
応
を
起
こ

さ
せ
な
い
、
と
り
付
き
や
す
い

魅
力
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

有
名
人
や
ア
ー
チ
ス
ト
が
発

信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
合
間
に

綴
ら
れ
る
、
私
た
ち
の
生
活
を

脅
か
す
危
険
な
情
報
の
数
々
。

そ
れ
ら
は
、
今
ま
で

こ
う
い
っ
た
活
動
に

関
心
の
な
か
っ
た

方
々
に
、
自
分
の
力

の
及
ぶ
範
囲
で
で
き

る
こ
と
か
ら
や
り
始

め
る
よ
う
に
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

こ
の
本
は
、
分
厚
い
専
門
書

と
並
べ
て
本
棚
に
し
ま
っ
て
お

く
よ
う
な
本
で
は
な
い
。
自
分

が
読
み
終
え
た
後
は
、
ま
だ
こ

の
情
報
を
知
ら
な
い
次
の
人
へ

手
渡
す
本
で
あ
る
。
「
情
報
の

バ
ト
ン
」
と
で
も
言
お
う
か
。

こ
の
本
を
読
ん
だ
な
ら
、
ぜ
ひ

あ
な
た
も
、
そ
ば
に
い
な
が
ら

今
ま
で
こ
ん
な
話
題
を
持
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
家
族
や
友
人

に
バ
ト
ン
し
て
ほ
し
い
。
ち
な

み
に
、
わ
が
連
れ
合
い
の
感
想

は
、
「
（
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

が
）
い
ら
な
い
っ
て
い
う
こ
と

が
よ
く
わ
か
っ
た
」
で
あ
る
。

行
事
紹
介

「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」

上
映
三
陸
キ
ャ
ラ
バ
ン

久
慈
市
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

三
月
二
二
日
（
土
）

十
時
、
十
四
時
、

十
八
時

洋
野
町
町
民
会
館

三
月
二
三
日
（
日
）

 
 

十
時

十
三
時

岩
泉
町
町
民
会
館

四
月
十
三
日
（
日
）

十
時

十
三
時

「
み
ん
な
で
止
め
よ
う
再
処
理
本

格
稼
働
」
を
合
い
言
葉
に
市
民
が

集
い
ま
し
た
。
自
由
な
形
で
の
連

帯
を
め
ざ
す
『
親
潮
ネ
ッ
ト
』
の

交
流
会
は
、
二
月
二
三
日
～
二
四

日
宮
古
市
内
で
開
催
さ
れ
、
東
北

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
十
九
人
は
、

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
各
地
の
運
動

を
報
告
し
話
し
あ
い
ま
し
た
。


